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1．精密検査受診率の推移
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出典：（2016～2020年）国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」
（2021年） 令和4年度地域保健・健康増進事業報告から山梨県において算出



２．これまでの取組み
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［課題］・山梨県では、精密検査受診率は全国平均よりも低い。

［理由①］
・精密検査の結果が市町村まで伝わらず、受
診状況が未把握になっている

［理由②］
・要精検者に受診可能な精検医療機関の一覧
を提示できていない

［施策①］
・精検医療機関から市町村へ受診結果が報告
されるよう運用方法の統一を行う

［施策②］
・精検医療機関の登録制度を創設し、登録さ
れた機関の一覧を市町村・一次検診機関か
ら要精検者へ配布

子宮頸がん検診において2021年度から取り組んだ結果、精検受診率は76.1%まで向上したが、
いまだ約２４％が受診していない

未受診の要精検者を受診行動に繋げるような対策が必要
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子宮頸がん検診

胃がん検診
大腸がん検診

肺がん検診
乳がん検診

統一運用・登録制度の検討 運用開始

統一運用・登録制度の検討 運用開始

統一運用・登録制度の検討 運用開始（予定）



３．ご協議いただきたい内容
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［精密検査を受診しない要因］

［精検受診率を向上させるために必要な取組み］

・未受診の理由

・胃がん（内視鏡）、大腸がん、子宮がんが他に比べて低い理由

・各機関で取り組めること

・県で取り組めること
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